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1.舗装の現状と課題 

 

1.1 管理道路の現状 

 (１)管理延長と舗装延長  

 当町が管理している道路について、延長は 212.8km、道路面積は 1.56ｋ㎡であり、

舗装率は 97.85％となっている。 

 

表 1-1 道路延長及び面積 

道路区分 数量 舗装率 

1 級町道 
17.6 km （延長） 

99.75％ 
0.21 km2 （道路面積） 

2 級町道 
26.0 km （延長） 

97.23％ 
0.19 km2 （道路面積） 

その他町道 
169.2 km （延長） 

97.75％ 
1.16 km2 （道路面積） 

計 
212.8 km （延長） 

97.85％ 
1.56 km2 （道路面積） 

※：道路延長は道路施設現況調査第１号より実延長を記載。 

 

 

  



2 
 

1.2 舗装の現状 

 当町が管理している道路の路面状況として、令和 2 年度に実施した延長 87.5km の

路面性状調査結果（※）を以下に示す。 

 各調査結果の平均値と MCI(維持管理指数)値は 6.8 と望ましい管理水準であった。 

 

表 1-2 路面性状調査結果(道路区分毎の測定平均値) 

道路区分 
延長

（km） 

MCI 

平均値 

ひび割れ率 

平均値（%） 

わだち掘れ量 

平均値（mm） 

IRI 

平均値（mm） 

１級町道 17.3 6.8 5.1 5.4 6.2 

２級町道 25.3 6.9 4.2 4.6 7.0 

その他 

町道 

7ｍ以上 37.5 6.8 5.5 4.5 6.2 

7ｍ未満 7.4 6.8 4.9 4.0 7.4 

総計 87.5 6.8 5.0 4.7 6.5 

※：R2 年度では 1,2 級路線は未供用、未舗装侵入不可区間を除き全線を調査 

 

 

 

 

図 1-1 路面性状調査結果（MCI 値） 
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2.舗装の維持管理の基本的な考え方 

 

2.1 舗装管理の基本方針 

 舗装の劣化状況や路線重要度を評価指標として舗装維持管理計画を策定する。 

 計画的かつ効率的な舗装の維持管理を行うことを目的とする。 

 

2.2 計画対象路線 

 計画対象路線は分類 C の道路とする。 

 管理道路の分類は、舗装点検要領（平成 28 年 10 月 国土交通省道路局）を参考に、 

1 級町道・2 級町道・主要なその他町道（※）を分類 C、それ以外の道路を分類 D と位置

付ける。 

 

表 2-1 管理道路の分類 

分類 対象道路 管理延長 全体比 維持管理手法 

分類Ｃの道路 
1 級町道・2 級町道 

主要なその他町道 
87.5ｋｍ 41％ 予防保全型 

分類Ｄの道路 それ以外の町道 125.3ｋｍ 59％ 事後補修型 

※：主要なその他町道とは：平成 26 年度舗装修繕計画及び同年度に実施した路面性状調査結果より、以下の

条件で抽出した路線。 

①：幅員 7m 以上 

②：幅員 7m 未満のうち、施設重要度が 14pt 以上の路線 

 

2.3 目標管理水準の設定及び舗装修繕必要箇所の抽出 

・ 路面性状調査による路面のひび割れ率、わだち掘れ量から舗装の劣化状況を踏まえ、

緊急に補修が必要となる「要修繕区間」と今後 10 年までに補修が必要になる「修繕候

補」に対する目標管理水準を設定する。 

 

表 2-2 管理水準 

項目 要修繕区間 修繕候補 

ひび割れ率 40％以上 20％以上 

わだち掘れ量 40mm 以上 20mm 以上 
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3.計画期間 

 

3.1 計画期間 

 舗装の個別施設計画の計画期間は 10 ヵ年とする。 
 

4.舗装の状態、対策内容、実施時期 

 

4.1 診断結果 

 令和 2 年度に点検した 87.5ｋｍの調査結果のうち、要修繕区間及び修繕候補と診断

された延長は以下のとおり。 

 

表 4-1 修繕対象延長（要修繕区間） 

項目 要修繕区間 延長(km) 

ひび割れ率 40％以上 0.8 

わだち掘れ量 40mm 以上 0 

 

表 4-2 修繕対象延長（修繕候補） 

項目 修繕候補 延長(km) 

ひび割れ率 20％～40％ 4.1 

わだち掘れ量 20mm～40mm 0.01 

 

4.2 優先順位の検討 

・ 舗装の劣化状況と路線重要度から優先して修繕すべき区間を定量的に判定する。 

 

4.3 対策内容と実施時期 

 別紙のとおり。 
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表 4-3 対策内容と実施時期 

 

※：措置内容は路面性状調査結果及び幅員から設定したものであり、修繕を行う前に再度現地踏査・詳細調査及び要望等

調査を行い決定する。 


